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学校評価委員会

児童生徒の自立と社会参加を目指し、一人一人の力を伸ばして、主体性をもって豊かに生きる人間を育てる。

＜学部目標＞ 訪問学級：生きる力を育てる。
小学部：教師や友達と一緒に生活する楽しさを感じ取り、自分から進んでものごとに取り組む力を育てる。
中学部：主体的に生活する力を育てる。
高等部：豊かに生活できる力を付ける。

目指す学校像（ビジョン）

領域 NO 短期経営目標 具 体 的 方 策 成果指標 中間評価 最終評価

1

　主体的・対話的で深い学びを目指し、思
考を支える言葉の力を育むための授業づく
りを行う。

【研究部】
・理論的な研修会を行う。
・学部ごとに特色ある研修会を行い、授業づくりの実践交
流を行う。
・全校での実践の交流、取組の共有化を図るため、ポス
ターセッションを行う。
・児童生徒の思考場面を取り入れた授業づくりを行い、授
業づくりシートを活用し授業改善を図る。

・全体研修会を２回以上行
う。
・特色ある学部研修会を4回以
上行う。
・ポスターセッションを２回
以上行う。
・各学級で、授業作りシート
を1枚作成する。

・５月に研究の方向性の説明、７月に島根大
学樋口先生の講演計２回の全体研修会を行っ
た。
・授業づくりシートの作成や公開授業学級の
取組共有、協議を各学部研で行った。７月に
は、スーパー学部研として、全校の縦割りグ
ループで、国語科、自立活動での取組共有等
を行うことができた。

・全体研修会を年間合計３回、ポスターセッション
を２回行い、取組の共有化を十分に図ることができ
た。
・今年度の授業実践を経て、国語科の授業内容段階
表を作成した。また、スーパー学部研を1回行い、
授業づくりに向けて取り組んだ。
・全学級で国語科、自立活動の１単元について授業
づくりシートを作成し、授業改善に取り組んだ。

2

　１２年間を見通したカリキュラムの構築
を目指し、学部間の学習指導の体系化・系
統化を年次計画で行う。

【教務部】
＜１年次＞学部間で学習指導内容の検討や調整を行い、系統・系
列化された単元・年間指導計画を作成する。
＜２年次＞学習指導内容に合った使用教科書について検討を行
い、学部間で調整を図り、決定する。
＜３年次＞系統・系列化された単元・年間指導計画を各学部で実
施し、教科・領域ごとに学習内容の修正を行う。

・学部間で学習指導内容の検討会
を２回以上行う。

・９月の職員会議で学部目標の検討することを提示
し、１０月に各学部で検討を行う。その後、学部で
学部目標及び図画工作・美術の単元指導計画につい
て学部間の調整を行う。

・学部間で学習指導内容の検討会を２回以上行い、
学部間の系統性を考えながら、各学部のキーワード
や目標を検討し、提示することができた。また、単
元ごとの指導目標を示した新しい書式で、小１から
高３までの図画工作・美術の単元指導計画を作成す
ることができた。

3

　児童生徒の健康の促進と望ましい生活習
慣(歯磨き)の確立を図る。

【保健指導部】
昨年度の歯科保健の取組を継続し、必要に応じて取組内容
を修正しながら、歯科検診結果（歯垢・歯肉の状況等）の
向上を目指す。

＜歯科検診データ＞
・秋の歯科検診結果「歯垢」
「歯肉」が春の歯科検診結果
よりも３％の改善を目指す。

・「歯垢」「歯肉」について、春と秋の結果を比較
すると差がみられなかった。しかし、歯肉炎の人の
割合が若干増加しているため、引き続き歯科保健に
ついての啓発を行う。

・小・中学部において、秋の歯科検診結果が春のものより
も悪化した。高等部は約５％改善している。
・学校だけでなく、家庭でも効果的な歯磨きを継続できる
ようＰＴＡとも連携して情報提供や支援を行う。

4

　卒業後の豊かな生活を目指し、個別の
ニーズに応じた進路指導を行う。

【進路指導部】
・目標を明確にし、学部や学年で系統立てた学習を行う。
・学年や類型、個々の実態に応じた進路学習を計画、実施する。
・生徒実態を把握し、本人保護者のニーズに応じた職場実習先を
設定し実習を実施する。

・就職率４０％を目指す。
・100％の進路決定を目指す。
・100％の職場実習実施を目指
す。

・一般就労（A型含む）希望者46名中15名は実習も
しくは未定。現時点で65％。引き続き取組中。
・施設作業所希望者60名中、４名が進路希望先が未
定もしくは検討中。懇談、見学を実施しながら継続
して取組中。総数106名に対しての就職率は推定
43％。

・今年度の就職率40.5％
・高等部第３学年の進路決定は98％。
・職場実習は１名未実施であるが、今後も継続して
取り組んでいく予定である。

5

　ＩＣＴの活用（視聴覚教育、放送教育）
を推進し、教材や指導法等の専門的知識を
高め、積極的な活用を目指す。

【情報教育部】
・校内外の視聴覚機器の活用事例を収集し、研修などで紹
介しながら校内での視聴覚機器の活用を推進していく。ま
た、授業実践へつながる研修を長期休業中に行う。

・視聴覚機器の活用事例の研
修会を２回以上行う。
・授業実践へつながる研修会
を５回以上行う。

・夏季休業中にミニ研修を７日間行い、ICT
機器の簡単な使用方法などの定着を図った。
また、ICT活用について講師を招き、実践事
例等を紹介してもらう全体研修会を行った。

・視聴覚機器の活用事例の研修会を主に夏季休業や冬季休
業に合わせて７回以上行い、ＩＣＴ活用能力の定着を図っ
た。
・授業実践へつながる研修会は５回以上行うことができ、
今後の授業活用へつながり、実際に授業での活用も広がっ
た。

【小学部】
・児童の見取りについて、基本的な考え方の事例研修会を
行う。
・学年内で授業を公開し、授業交流を行う。
・各学級で授業の振り返りを行い、学年会や学部会
で、児童の情報交流を行う。

・学部会で、事例研修会を２事例
以上行う。
・学年内で授業を公開し、一人一
回以上参観する。
・各学級で授業の振り返りを毎日
行う。
・学年会や学部会で、授業の情報
共有を毎回行う。

・学年で算数科、国語科の授業について検討した。
・授業の公開は、学年体制の難しさもあり、３割程
度にとどまっている。
・学年会や学部会で、毎回児童の様子を交流し、記
録を残して、経過をまとめたり、授業の振り返りを
全体で行うことができた。

・学部会で、事例研修会を２事例以上行うと共に、重複児
童に関する理解を深めていった。
・学年内で授業を公開し、一人一回以上参観することで、
授業改善を行った。
・各学級で授業前後に指導案検討や振り返りを行った。
・学年会や生活単元学習を中心に全教員が授業の検討や振
り返りをすることで情報の共有化ができた。

【中学部】
・情緒が不安定な生徒の対応について、ケーススタディを
行い、有効な指導方法の共有化を図る。
・各教科・領域の実践交流を行い、指導技術の向上を図
る。
・各学級で授業の振り返りを行い、学年会や学部会
で、生徒の情報交流を行う。

・学部会で、ケーススタディを２
事例以上行う。
・学部会で各教科・領域の実践交
流を２回以上行う。
・各学級で授業の振り返りを毎日
行う。
・学年会や学部会で、授業の情報
共有を毎回行う。

・ケーススタディーについては、今後行う予定であ
る。中３は支援、指導によって、生徒が良い成長を
遂げたか。中1は困り感のある生徒について、どの
ような支援、指導が必要かについて行う。
・作業学習について、夏期休業中に学部内で交流会
を実施した。各学級で日々授業の振り返り、学部会
や学年会においても生徒の情報交換を行い、実態把
握に努め、課題の共有化を図っている。

・ケーススタディーは３事例行った。
・学部全体で各教科・領域の実践交流は行っていないが、
代替として学年内で交流したり、他教員の授業観察をした
りすることで研修を深めた。
・各学級で授業後に毎回指導案検討や振り返りを行ってい
る。
・学年会では毎回必ず生徒の情報交換を行った。さらに職
朝や必要に応じて臨時に学年で集まり情報交換を行い、共
通理解の基に生徒の指導に活かすことができた。

【高等部】
・生徒の障害特性の理解、指導力向上を図るため、学部会
で研研修を行う。
・学年会・類型会では、生徒への指導方法・取組方法など
についての悩みを相談しやすい雰囲気をつくり、生徒につ
いての情報交換と具体的な取組についての検討を行う。
・学部内で授業を公開し、授業改善について交流を行う。
・各学級で授業の振り返りを行い、学年会や学部会
で、生徒の情報交流を行う。

・学部会で、研修会を各学期に１
回以上行う。
・学年会・類型会で、生徒につい
ての情報交換を毎回行う。
・学部内で授業を公開し、一人二
回以上参観する。
・各学級で授業の振り返りを毎日
行う。
・学年会や学部会で、授業の情報
共有を毎回行う。

・生徒の障害特性の理解、指導力向上を図るため、
学部会で１学期に１回ミニ研修を行った。
・類型会・学年会・学部会において、生徒の様子や
指導の状況についての情報交換を行っている。生徒
指導に関する課題については、類型→学年→学部と
いうような組織づくりが必要と思われ、生徒指導部
を中心にその流れをつくっていこうとしている。
・２学期に学部内で２学級の授業公開を行い、一人
２回以上参観することを目標に取り組んでいる。
・学級において日々授業の振り返りを行い、次の授
業に生かせるように取り組んでいる。

・時間の確保が難しい中で、学部会での事例研修を複数
回、学年会・類型会での生徒についての情報交換などは可
能な限り毎回行い、指導力の向上に活かすことができた。
・高等部第１学年のⅢ類型と重複学級の授業参観を少なく
とも１回は行い、授業改善につなげることができた。
・各学級での授業の振り返りについては、全学級が行い、
日々の研鑽を積んだ。

7

　教育環境整備の充実と備品管理の徹底を
図る。

【事務部】
・備品点検を実施し、備品の管理を徹底する。
・廃棄済みの備品を、大型ごみ等で計画的に処分する。
【各学部・領域】
・備品点検等の機会を捉えて、各倉庫の清掃及び整理を行
う。

・備品点検を３回実施する。
・大型ごみ等の処理を計画的に３
回行う。
・各倉庫の清掃及び整理を各学期
に１回以上行う。

備品点検２回、大型ごみの処理も２回、各倉庫の清
掃も計画的に進めている。

・学期末ごとに備品点検を３回実施し、不明物品の捜索を
するなど備品管理の徹底に努めた。
　廃棄済みの備品については、計画的に大型ごみ等での処
分を行い、スクラップアンドビルドを進めていく。
・各倉庫の清掃･整理を３回行った。

8

　校舎内外の美化に努め、教育環境を整え
る。

【生徒指導部】
・学期末に物品整理を含めた清掃を行う。
・学校周辺清掃に取り組む。

・特別教室の大掃除を年２回、教
室の大掃除を各学期に１回行う。
・学校周辺清掃を年に２回行う。

・特別教室の大掃除により、教育環境を整え教職員
の校内美化の意識の向上を図れた。
・学校周辺清掃を実施し、地域に貢献するとともに
学校に対する理解を深めていただけた。

・特別教室の大掃除を年２回、教室の大掃除を各学期に１
回行い、環境整備に努めた。
・学校周辺清掃を年に２回行い、地域貢献への意識を高め
ることができた。
・特別教室の清掃をすることにより教員の校内美化意識を
向上することができた。

9

　いじめの未然防止、早期発見に努め、
いじめへの適切な対応を行う。

【生徒指導部】
・学年会で児童生徒の情報共有を図り、いじめの早期
発見に努める。発見された事案については、「学校い
じめ防止委員会」に報告し、対応を協議し、迅速に解
決を図る。

・学年会で、児童生徒の情報
交換を、毎週行う。

・今年度は現在のところ、いじめ問題は認知してい
ないが、引き続いて各学年会での児童生徒の情報共
有から、いじめの早期発見に努めていく。

・各学年会で、児童生徒の情報交換を、毎週行い、いじめ
防止の意識を高めることができた。
・高等部で発生したいじめ案件については、生徒指導協議
会を開き、適切に対応することができた。

10

　児童生徒の読書意欲を高め、児童生徒用
図書の充実を図るなど読書活動の推進を図
る。

【総務部】
・中央図書館との連携を図り、児童・生徒の読書意欲が高
まる取組（絵本の読み聞かせ・アニメ映像上映会等）を継
続して行う。

・ともはと号の来校にともない、
読書意欲が高まる取組を８回行
う。

・夏季休業中に、中央図書館の方からアドバイスを
受けながら図書整理作業を行った。本の借り方、返
し方を明記した場所や教科書本コーナーを新設し
た。また、６、７、９月にともはと号の来校があっ
た。

・ともはと号は年に９回来校してもらい、絵本の読み聞か
せを毎回してもらったり、図書コーナーのディスプレーを
工夫したりすることで、本の貸し借りに興味をもった児童
生徒が増えてきた。

【小学部】
・教室の構造化と教材・教具についての実践交流を学部会
等で行う。
・物理的・人的支援環境づくりに努め、かかわり合いに視
点を置いた授業改善を行う。

・学部会で、教材・教具等の
実践交流を３回行う。

・学部研で、公開授業についての交流を行った。
・学部主事が出している学部通信を基に、授業改善
や教材・教具等の取組について交流、検討をした。
・毎週学年会で、一学級ずつ教材発表をしている。

・学年会や学部会で教材・教具等の実践交流を３回
以上行った。学部通信を６号発行することで、教
材・教具や支援の在り方について交流を深めること
ができた。

【中学部】
・ＩＣＴの活用等、教材・教具についての実践交流を学部会等で
行う。
・個の実態に応じた、物理的・人的支援環境づくりを行い、授業
改善を図っていく。

・学部会で、教材・教具等の
実践交流を３回行う。

・学部内で教室の構造化やＩＣＴを含む教材
教具の開発工夫、授業の工夫改善等の実践に
ついて意見交流を行っていきたい。

・学部全体での交流は行っていないが、学年会で教
材･教具やＩＣＴの活用法などの交流を３回以上行っ
た。授業改善については学年会の振り返りの際や
個々で活発な意見交流を行った。

【高等部】
・生徒の実態に応じた物理的な構造化や視覚支援ツールを活用し
た教室環境づくりを行い、生徒が主体的に活動できる環境を整備
する。
・構造化や視覚支援ツールに関する交流や研修を学年会、学部会
で行う。
・環境づくりについてのテーマを決め、学部全体で意識をして取
り組む。

・学部会で、支援ツール等の
実践交流を３回行う。
・環境づくりをテーマにした
取組を毎月行う。

・教室内の構造化や視覚支援ツールに関する交流の
ため、夏季休業中に教室めぐりを行った。
・月ごとに環境づくりについてのテーマを決め、学
部だよりに掲載することで、高等部全体で意識でき
るよう取り組んでいる。後期は、それぞれの授業に
おいて「活動の手順」を生徒の実態に合わせて示す
ことに取り組む予定である。

・支援ツールの実践交流については、夏季休業中の
教室巡りを１回実施することで、教室環境づくりに
ついて協議することができた。
・環境づくりをテーマにした学部だよりは毎月はで
きなかったが、教室環境について意識して取り組む
ことができている学級が増えた。

12

　小・中・高等学校の教員への支援につい
ての具体的取組を計画・実施し、その充実
を図る。

【地域支援部】
・地域の幼・小・中・高等学校の教員からのニーズの高い
研修を部内で企画し運営する。

・受講者の８割以上から参考
になったという評価を得る。

・地域の教員から要望が高い心理検査（WISCⅣ）の
研修会を企画し、参加者全員から参考になった
という評価を得ることができた。

・研修の内容が検査の概論についてだけでなく、検
査結果を支援に結びつけるまでの方法を提供したこ
とにより、受講者全員から参考になったという高い
評価を受けることができた。

13

　新たな学校（高等部）の教育課程を作成
する。

【教務部】
・教育課程における各教科・領域等の、系統立てた指導目
標や大まかな指導内容を作成する。

・成果物 ・作業学習及び専門教科の指導目標や指導内容を検
討している。Ｄプロジェクトや新校舎の設計スケ
ジュールに合わせて検討を進めていく。

・Ｄプロジェクトや新校舎のスケジュールが明らかになる
来年度からの実施を目指し、職業コースの作業学習や専門
教科の教育課程を引き続いて検討している。
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　「地域に開かれた学校づくり」を目指
し、学習の充実を図る。

【学部】
・校外での作品展等に積極的に応募する(小学部)。
・学校周辺の地域資源を活用した交流的な活動を取り入れ
た学習を行う(中学部)。
・校外販売、地域清掃、校外学習、地域交流会、人材活用
等生徒の実態に応じて地域や環境の良さを生かした学習活
動や行事を設定する（高等部）

・作品展等に２回以上出品す
る。
・地域資源を活用した校外学
習を２回以上行う。
地域や環境の良さを生かした
学習活動を２回以上行う。

・１月に開催される「僕らのアトリエinアステー
ル」へ出展する。(小学部）
・様々な機会を積極的に受け入れ、児童の作品を応
募している。・後期には中1は地域を知ろう。中2は
企業を見る。中3は地域の校外学習等を計画してい
る。（中学部）
・第３学年は出島地区への清掃活動を実施してい
る。また、職業コースにおいては、定期的に学校周
辺清掃を行っている。生徒の実態に応じて、公共施
設などへの校外学習を実施している。また、区役
所、地域の大学や公民館においてパン販売や清掃作
業を行っている。（高等部）

・平和の祭典、「僕らのアトリエｉｎアステール」など作
品展に3回以上出品した。(全学部)
・中１は｢地域を知ろう」、中２は「地域の働く人にインタ
ビューしよう」、中３は地域への校外学習を行い、地域の
方と交流しながら学習を深めることができた。(中学部）
・地域や環境の良さを生かした学習活動を２回以上行うこ
とができた。第３学年の出島地区清掃活動、広島港周辺の
店舗や公園、公共施設などへの校外学習も積極的に実施す
ることができた。中区役所や県立大学、比治山大学にてパ
ン販売や清掃作業も行うことができた。（高等部）

15

　業務改善を行い、超過勤務の縮減を図
る。

　週１回水曜日の定時退校の徹底を図る。 　定時退校日の１９時以降に
残る教職員の数を１割以下に
する。

19時以降に残る教職員は1割以下にはできていないの
で、放送などで働き掛けていくことをしていきたい。

・定時退校日は18時には帰宅を促す放送を行った。持続的
に働いたり、健康を考えたりするような放送をした。当初
多くの教職員が残っている状況があったが、最終的には約
２割となり、前年度と比べ、かなり減少した。

平成３１年度広島市立広島特別支援学校  学校経営計画

11

　教職員一人一人
が専門性を発揮
し、児童生徒の障
害実態や
発達課題、疾病等
への配慮事項に即
した指導方法を習
得し、授業の質的
改善を図る。

6

中期経営目標

  ・  児童生徒が自立と社会参加を目指す学校　　　　　　　　  ・ 専門性を高め合い、弛まぬ教育実践を行う学校

　各学部で課題を設定し、学部会や学部研
修会等を活用して、発達課題・障害特性等
の理解や指導方法についての研修を深め、
授業改善を目指す。
　児童生徒の実態を共有し、適切な指導
と必要な支援について協議し、共通理解
を図り、実践的指導力を高める。

　安全でかつ清潔
で児童生徒が主体
的に活動できる
整った教育環境づ
くりを行う。

教

　

育

　

環

　

境

　

の

　

整

　

備

家庭や地域社会から信頼され、本市の特別支援教育のセンターとしての役割を果たす学校

(校務運営委員会資料)

　児童生徒が見通しをもち、自ら進んで主
体的に活動できるような環境づくりを行
う。

  関係法令・学習
指導要領等に準拠
し、一人一人の児
童生徒の確かな成
長・発達を期して
計画的な指導を展
開し、心身ともに
健やかでたくまし
い児童生徒を育て
る。

新

た

な

学

校

づ

く

り

の

推

進

　「地域に開かれ
た学校」「特別支
援教育のセンター
的機能を発揮する
学校」その学校づ
くりを構想し、具
体化を図る。
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性

　

の

　

向

　

上

  ・  児童生徒が生き生きと活動する教育環境が整った学校  　　・ 地域社会に開かれた学校
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・
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